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　東日本大震災の被災地周辺地域では，復旧復興事業の本格化に伴い資材の需要が増大
しており，北上川下流河川事務所で行われている河川堤防の復旧工事に必要となる土砂
の確保も課題となって参ります。
　一方，被災地では震災がれきの処理を進めていますが，その有効利用が課題となって
います。こうした中，石巻市・宮城県・北上川下流河川事務所が連携して活用を検討
した結果，震災がれきの一部を地盤改良の代用資材として活用することが可能となり
ました。
　この度，震災がれきの一部を活用した河川堤防の地盤改良工事の現場説明会を報道機
関を対象に下記のとおり開催しますのでお知らせします。

石巻市の震災がれきを堤防復旧工事へ有効活用

～石巻市・宮城県・北上川下流河川事務所が連携～

《河川堤防復旧工事に活用する震災がれき ⇒ 約１万m3》

　○震災がれきのうち津波堆積土砂（洗浄後の砂）を地盤改良工事に活用

　※今回活用する震災がれき（津波堆積土砂）については、環境省通知に基
づき安全性が確認されたものを活用します。

《現地説明会》
１．日　　時：平成２５年４月２５日（木）　１０時１５分から１１時３０
分
２．説明内容：北上川月浜地区（石巻市北上町）にて活用状況を説明
３．集合場所：北上川月浜地区（石巻市北上町）・・・別紙参照
４．集合時間：平成２５年４月２５日（木）　１０時００分
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震災がれきの有効活用

北上川下流河川事務所では、北上川河口部において東日本大震災により甚大な被害を受けた
河川堤防の復旧工事に本格着手しております。

河川堤防の復旧区間は約１８ｋｍにわたり、平成２７年度完成を目標に工事を進めております。

河川堤防の復旧は、北上川河口部地域（旧北上町、旧河北町）における、被災地復興の第一歩
となる事業であり、市の復興計画や、沿川で進められている震災廃棄物処理事業等と連携、調整
を行いながら進めております。

震災がれきについては、河口部の築堤に伴う地盤対策（サンドコンパクションパイル工法）に
活用します。

※活用にあたっては、石巻市、宮城県の協力のもと、試験施工を実施するなどし、サンドコン
パクションパイル工法の材料としての適性を確認しております。

地盤改良（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ工法）

海岸堤防と同程度区間の堤防基本構造

サンドコンパク
ションパイル工
法の材料として
活用

混合廃棄物 粗選別 粗破砕 破砕選別 可燃物 場内焼却 主灰 造粒固化 土木資材

広域処理 飛灰 最終処分

不燃物 土木資材

ふるい下

津波堆積物 土壌洗浄 砂 土木資材

汚染あり 礫 土木資材

廃棄物 焼却施設へ

汚泥 不溶化固化 土木資材

土質改質 土砂 土木資材

汚染なし 廃棄物 混廃ﾗｲﾝへ

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 破砕 土木資材

木くず 一部破砕 ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗ 熱利用

石巻ブロック災害廃棄物等処理フロー

ﾘｻｲｸﾙ可能物

想い出の品

有害物･危険物

ﾘｻｲｸﾙ可能物

サンドコンパクションパイ
ル工法の材料として活用

■地盤対策
（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ工法）

砂杭造成後のイメージ




